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あらまし 近年，歴史資料を対象としたデジタルアーカイブの公開が進められ，歴史資料に関するデータを誰でも手

軽に閲覧できる環境が整いつつある．しかしながら，歴史資料の価値を深く理解するためには，高度な知識などが必

要となる場合も数多く存在する．そのため，歴史資料に詳しくない人にとっては，その価値を深く理解することや歴

史資料の魅力を感じることが難しい場合もある．そこで本研究では，貴重な文化財である「小袖屏風」を対象とし，

小袖屏風に関する多様なデータを手軽に閲覧可能なシステムの構築を行う．また，構築したシステムを用いて専門家

の知見などを活用した情報提示を行い，歴史資料に対する閲覧者の興味喚起を目指す．
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1. は じ め に

近年，歴史資料の保存や価値の共有を目的としたデジタル

アーカイブの構築・公開が進められている．デジタルアーカイ

ブとは，1990年代に月尾嘉男より提唱された和製英語であり，

「図書・出版物，公文書，美術品・博物品・歴史資料など公共的

な知的財産をデジタル化し，インターネット上で電子情報とし

て共有・利用できる仕組み」のことである [1]．

図 1に歴史資料に関する閲覧環境の変遷図を示す．日本国内

でデジタルアーカイブの重要性が広く認識されるようになった

のは，2003 年に定められた「e-Japan 戦略 II」[2] の影響であ

る．「e-Japan 戦略 II」ではデジタルコンテンツの充実が目標

として掲げられ，博物館や美術館の所蔵資料に関するデジタル

アーカイブが重要なコンテンツとして位置づけられた．その結

果として，多数の博物館や美術館の尽力により数多くのデジタ

ルアーカイブが構築され，現在では誰でも手軽にデジタルアー

カイブを利用できる環境が整いつつある．

特に，貴重な歴史資料を対象としたデジタルアーカイブにお

いては，高精細画像を活用することが有効である．高精細画像

を活用したデジタルアーカイブを構築することにより，歴史資

料に直接触れることなく，資料の細部を極めて詳細に閲覧する

ことが可能となる．高精細画像を活用したデジタルアーカイ

ブの代表例としては，国立文化財機構により公開された「e国

宝」[3]や，国立美術館により公開された「遊歩館」[4]などが挙

げられる．「e国宝」では国立博物館 4館の所蔵資料を閲覧する

ことができ，「遊歩館」では国立美術館 4館の所蔵資料を閲覧す

ることが可能である．

このように，歴史資料の閲覧環境は 2000年代以降大きな進

歩を遂げた．しかしながら，歴史資料に関するデータは非常に

多岐にわたり，その数も膨大である．それゆえ，歴史資料に関

するすべてのデータがデジタルアーカイブ化されているわけで

はない．特に，デジタル化されていない図録や書籍などの出版

物にも重要な情報が記載されていることが多い．また，歴史研

究の発展や技術の進歩により新たなデータが出現し，データの

数が今後増大することも予想される．したがって，多様なデー

タを統合し，横断的に取り扱うことが可能なシステムを構築す

ることが望ましい．

そこで我々は，国立歴史民俗博物館所蔵の貴重な歴史資料で

ある「小袖屏風」を対象とし，小袖屏風に関する多様なデータ

の蓄積が可能なデータベースの設計・構築を行ってきた [5] [6]．

これにより，小袖屏風に関する多様なコンテンツを統合的に扱

い，横断的な検索を行うことが可能となった．

一方，歴史資料の価値を深く理解するためには，専門的な知

識を要する場合も数多く存在する．それゆえ，歴史資料に詳し

くない人にとっては，その価値を理解することが難しい場合も

ある．したがって，歴史資料の価値を広く共有するためには，

歴史資料に詳しくない人に対しても歴史資料の奥深さを伝える

ことが必要である．そのため，専門家の知見を活用し，歴史資

料に対する閲覧者の興味を喚起させることが可能なシステムを

構築することが望ましい．

そこで本研究では，小袖屏風に関する多様なデータの手軽に

閲覧することが可能なシステムの構築を行う．また，構築した

システムと専門家の知見を組み合わせ，閲覧者の興味喚起を目

的とした情報提示が可能であることを示す．

2. 研 究 背 景

2. 1 歴史資料とデジタルアーカイブ

近年の技術の発達により，貴重な歴史資料を扱う上で情報技

術が数多く活用されるようになってきた．特に歴史資料の展示

においては，情報技術を活用した取り組みが多数行われている．
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図 1 歴史資料に関する閲覧環境の変遷

岡本らは，複数の絵画から切り出した素材をデジタルミュージ

アムに展示することにより，作品に対する新たな発見や偶然性

の面白さを見出すことが可能であることを示した [7]．安達ら

は，屏風絵の高精細画像を用いた展示システムにおける閲覧特

性を分析することにより，屏風絵に描かれている物語性が展示

システムの操作や閲覧時間に大きな影響を与えることを示し

た [8]．Suzukiらは，博物館の来館者が所有するWi-Fi端末を

活用することにより，歴史資料について解説したデジタル音源

による展示案内の有用性を示した [9]．

また現在では，歴史資料の保存や修復を行う上でも情報技術

が欠かせないものとなりつつある．例えば Fukunagaらは，電

磁波を用いた THzイメージング技術を壁画や屏風絵などに対

して適用することにより，歴史資料の内部構造を傷つけること

なく非破壊で分析することを可能とした [10]．

さらに最近では，博物館や美術館の尽力により構築された複

数のデジタルアーカイブを連携させ，単一のアーカイブでは得

られない新たな情報を見出そうとする取り組みも盛んに行われ

ている．安達は，国立歴史民俗博物館のデータベースから共通

的な枠組みを見出すことにより，人文科学分野のデータベース

を対象とした統合検索が可能であることを示した [11]．山本ら

は，国立民族学博物館と国立歴史民俗博物館の資料情報を中心

分析することにより，人文科学分野における資料情報の共有を

目的とした博物館コアメタデータの提案を行った [12]．嘉村ら

は，異なる情報源にある芸術・文化情報を Linked Open Data

形式で統合することにより，単独の検索システムでは得られな

い情報の獲得が可能であることを示した [13] [14]．渡邉らは，複

数のデジタルアーカイブを連携させ，ユーザのコメントを活用

したコミュニティを形成することにより，長崎の戦災になど関

する多面的・総合的な理解を促すことが可能であることを示し

た [15] [16]．文化庁は，国立情報学研究所（NII）と共同で文化

遺産オンラインを公開することにより，日本各地の博物館や美

術館が所蔵する資料を縦断的に検索することを可能とした [17]．

このような取り組みは，日本国内にとどまらず世界各地で行

われている．Googleは，歴史資料だけでなく博物館や美術館そ

のものをデジタルアーカイブの対象としたGoogle Art Project

を公開することにより，世界中の博物館や美術館内の様子を

Web 上で体感できることを示した [18]．米国では，米国デジ

タル公共図書館（Digital Public Library of America：DPLA）

が公開され，図書館や博物館などが所有する 700 万点以上の

歴史資料を統合的に閲覧することが可能となった [19]．インド

では，2014年 10月に歴史資料に関するポータルサイトとして

Museums of Indiaが公開され，インドの主要な博物館や美術

館 10館の所蔵品を対象とした統合検索が可能となった [20]．欧

州委員会は，3,000万点を超える大量の歴史資料に関するデジ

タルアーカイブとして europeanaを公開することにより，欧州

各国が所有する歴史資料に関する統合検索を可能とした [21]．

これらの世界各地におけるデジタルアーカイブに関する取り

組みを通し，日本文化に対する注目の高さを確認することもで

きる．例えば上記の europeanaにおいては，毎年 12月に検索

ワードランキングの上位 20件が発表されており，「Japan」とい

う検索ワードが 2013年には第 4位にランクインし [22]，2014

年には第 20位にランクインしたことが公表されている [23]．

2. 2 野村正治郎と小袖屏風

野村正治郎（1879-1943）は，昭和初期に活躍した美術商人

であり，染織品のコレクターとしても有名な人物である [24]．

野村正治郎が蒐集した染織品をはじめとする服飾関連のコレク

ション（以下，野村コレクション）は多岐にわたり，コレクショ

ンの総数は 1,000点を超す．野村コレクションの概要を図 2に

示す．大多数が国立歴史民俗博物館の所蔵品であるが，一部は

日本国内の寺院や米国の博物館などにも収められている [25]．

野村コレクションの代表例として，小袖と小袖屏風がある．

小袖とは，上下一部式で大きな装飾面をもつ着物の原型と

なった衣服である．平安時代から肌着（実用着）として用いら

れてきたが，時代の経過とともに表着へ変化し，多様な文様が

描かれるようになったのが特徴である [26] [27]．

小袖屏風とは，野村正治郎により昭和初期に作成された屏風

であり，16～19世紀に実在した状態の芳しくない小袖の裂を金

箔地や金砂子地の二曲一隻屏風に貼装し，衣服としての印象を

再現したものである [28]．図 3に小袖屏風の例（H-35-99 菊籬

模様小袖）を示す．現存が確認されている小袖屏風は 108隻存

在し，そのうち 101隻が国立歴史民俗博物館の所蔵品である．

国立歴史民俗博物館所蔵の小袖屏風 101隻のうち，近年寄贈さ

れた 1隻を除いた 100隻は野村正治郎の著書「時代小袖雛形屏

風」[29]に収録されたものである．そのうち 11隻の屏風には小

袖が 2枚貼られている．それらを図 4に示す．

「時代小袖雛形屏風」に収録された小袖屏風 100隻，および

それらの屏風に貼られた小袖 111枚に関しては，服飾学や染織

学の観点から調査や研究が進められてきた．その成果は，図録

「野村コレクション 小袖屏風」[30]に収録されている．また，成

果として得られたデータや画像はデジタルアーカイブ化され，

「館蔵野村正治郎衣裳コレクション」[31]として国立歴史民俗博

物館により公開されている．

3. 江戸時代の服飾文化とその魅力

3. 1 モードの変遷

江戸時代は，日本の服飾文化が大きな発展を遂げた時代であ

る．戦乱の時代が終焉来して泰平の世となり，人々の関心は服

飾へと向けられた．特に，現代の着物の原型となった「小袖」

は人々を大いに魅了したとされている [32]．
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図 2 野村コレクションの概要

図 3 H-35-99 菊籬模様小袖

図 4 小袖が 2 枚貼られた屏風

江戸時代の服飾文化の代表である小袖には，製作時期や文様

の構図，使用される技法や材質，身分階級の違いなどにより

モード（時代様式）が存在する．江戸時代前半においては，「慶

長小袖」，「寛文小袖」，「元禄小袖」の順にモードの変遷が起こっ

た．各モードの特徴を図 5に示す．

江戸時代前半におけるモードの変遷を説明する上で重要とな

る染色技法として，「鹿子絞り」と呼ばれる技法が存在する．鹿

子絞りとは，布を小さくつまみ，糸でくくって防染することに

より布を浸染する技法のことである [26]．鹿の毛の白い斑点に

似た文様があらわれるのでその名が付けられたとされている．

鹿子絞りは非常に手間のかかる技法であるため，小袖の全面に

鹿子絞りが施された総鹿子文様小袖は贅沢品であった．そのた

め，天和 3年（1683年）には江戸幕府により奢侈（しゃし）禁

止令が発せられ，総鹿子文様を施すことが禁じられた [27]．こ

の天和 3年に発せられた奢侈禁止令をうけ，流行の最先端を追

い求める上流町人の服飾文化は新たなモードへと移っていく．

その後，上流町人の服飾文化における新たなモードとして一
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図 5 江戸時代前半におけるモードの変遷

世を風靡したのは「友禅染」が用いられた小袖である．友禅染

とは，扇絵師であった宮崎友禅からその名が付けられたとされ

ている染色技法のことであり，多彩な色挿しにより絵画的な模

様を表現することが可能な技法である [32]．

3. 2 本研究で解決すべき課題

江戸時代の服飾文化についての魅力を感じとるためには，3. 1

節のような知識が必要不可欠である．すなわち歴史資料の価値

を深く理解するためには，歴史的な事実や文化的な背景などの

高度な知識が必要となる．それゆえ，歴史資料に詳しくない人

にとっては，その価値を深く理解することが難しい場合もある．

したがって，歴史資料の価値を広く共有するためには，歴史資

料に詳しくない人に対しても歴史資料の奥深さや魅力を伝える

ことが重要である．

そこで本研究では，貴重な歴史資料である小袖屏風に関する

多様なデータの手軽な閲覧が可能なシステムを構築する．また，

専門家の知見を組み合わせた情報提示を行うことにより，小袖

屏風に対する閲覧者の興味喚起を目指す．

4. 小袖屏風に関する閲覧システムの設計

4. 1 閲覧システムの概要

本研究で構築する閲覧システムの全体像を図 6に示す．

小袖屏風に関する情報源は散在しており，そのままでは専門

家以外の人にとっては扱いづらい．そこで，小袖屏風に関する

デジタルアーカイブや図録の記載事項をデータベースに忠実に

蓄積する．これにより，小袖屏風に関する多様な情報を統合的

に扱うことが可能となる．我々はこのデータベースを「小袖屏

風データベース」と名付けた [5] [6]．

また，小袖屏風データベースと高精細画像を活用することに

より，小袖屏風に関する閲覧システムを構築する．これにより，

小袖屏風に関する多様な情報源から得られたデータを画像とと

もに手軽に閲覧することが可能となる．

4. 2 小袖屏風データベースの概要

現在公開されている小袖屏風に関するデジタルデータの情報

源としては，国立歴史民俗博物館によるデジタルアーカイブ

「データベースれきはく」[33]の構成要素である「館蔵野村正治

郎衣裳コレクションデータベース」[31]と「館蔵資料データベー

ス」[34]の 2つが利用可能である．また，図録として国立歴史

民俗博物館より出版された「国立歴史民俗博物館図録 2 野村コ
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図 6 小袖屏風に関する閲覧システムの概要図

表 1 小袖屏風データベースに蓄積した情報源とその略称

情報源 略称

館蔵野村正治郎衣裳コレクションデータベー

ス

館蔵コレ

館蔵資料データベース 館蔵 DB

「国立歴史民俗博物館図録 2 野村コレクショ

ン 小袖屏風」の「解題」

解題

「国立歴史民俗博物館図録 2 野村コレクショ

ン 小袖屏風」の「List of Works」

LoW

時代小袖雛形屏風 雛形

2014 年 4 月に再スキャンした高精細画像 高精細画像 201404

レクション 小袖屏風」[30]には，小袖屏風に貼付された各小袖

について解説した「解題」と，その英文カタログである「List

of Works」が記載されている．これらの文章コンテンツは，そ

れぞれ独立した情報源として利用可能である．さらに，野村正

治郎本人により出版された「時代小袖雛形屏風」[29]に記載さ

れた内容も貴重な情報源の 1つである．また，一般公開されて

いないデータとしては，小袖屏風の高精細画像が存在する．こ

れは，国立歴史民俗博物館で撮影された 8 × 10のポジフィル

ム 100枚を 2000[dpi]で再スキャンしたものであり，19,513 ×

15,512[px]の JPEG 画像である．

我々はこれらの情報源のデータを忠実にデータベースに蓄積

した．蓄積したデータの情報源とその略称を表 1に示す．また，

各情報源から得られたデータの横断検索を実現するため，情報

源とは独立に存在するテーブルを導入した．情報源とテーブル

の関係を図 7に示す．導入したテーブルは，「小袖」「屏風」「技

法」「時代」「材質」「モティーフ」「地色」「文献」「人物」「寺」

「コレクション」「場所」「裏地裂」の 13テーブルである．これ

らのテーブルを中心にデータを統合することにより，横断検索

の実現を可能とした．

4. 3 閲覧システムに要求される機能

本節では，小袖屏風に関する閲覧システムに要求される機能

について述べる．

ファセットを用いたナビゲーション

デジタルアーカイブにおける検索では，絞込検索により検索

結果が 1つに絞られることが多い．しかしながら，検索結果が

複数存在し，その集合が重要な意味をもつこともある．そこで，

できる限り検索結果が集合として得られるようにするため，多
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図 7 情報源と統合テーブル

様な検索条件（ファセット）を用意する．また，検索結果の提

示には，一覧性（at a glance）を重要視する．これにより，検

索結果の全体像を容易に把握することができ，有益な情報を手

軽に得ることが可能となる．

情報源毎の比較

小袖屏風に関するデータは，情報源の公開時期やその目的に

より，記載されている内容や表記などが異なる．そのため，情

報源毎の記載内容や表記の違いが重要な意味をもつこともある．

そこで，小袖屏風に関する多様なデータを簡単に比較できるよ

うにする．また，小袖屏風に関する情報源は，今後の歴史研究

の発展や情報技術の発達により，ますます増加・多様化してい

くことが予想される．そこで，情報源のさらなる増加・多様化

にも対応できるようにする．

高精細画像の閲覧

高精細画像の画素数は非常に大きく，原画像をそのまま閲覧

することは容易ではない．そこで，原画像から画素数の小さな

タイル画像を生成し，そのタイル画像を閲覧システム上で表示

する．これにより，高精細画像の手軽な閲覧が可能となる．ま

た，複数の縮尺の違うタイル画像を生成し，それらを必要に応

じて順次読み込むこととする．これにより，画像の拡大・縮小

を容易に行うことが可能となる．

5. 小袖屏風に関する閲覧システムの実装

5. 1 閲覧システムの実装手法

小袖屏風に関する多様なデータを手軽に扱えるようにする

ため，小袖屏風に関する閲覧システムとして「KoByViewer」

の実装を行った．閲覧システムは，歴史資料に詳しくない人で

も使いやすく，多様な環境で利用可能であることが望ましい．

そこで，視覚的にわかりやすく，直観的に操作することがで

き，Webブラウザ上で動作可能なシステムを構築することとし

た．システム構成の概要を図 8に示す．閲覧システムの可用性
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図 8 KoByViewer のシステム構成

を考慮し，小袖屏風データベースとの連携に関しては PHPを

用い，クリックイベントの検知や htmlタグの生成に関しては

JavaScriptを用いて実装した．

5. 2 閲覧システムの基本画面

KoByViewerのメイン画面を図 9に示す．画面左側には検索

メニューを実装し，ファセットを用いたナビゲーション機能を

実現した．ファセットには，4. 2節で述べた情報源とは独立に

存在するテーブルに蓄積したデータを用いた．例えば，技法に

は「刺繍」や「友禅染」，モティーフには「菊」や「鶴」，時代

には「江戸前期」や「江戸中期」などの項目があり，それらを

自由に選択することが可能である．

検索メニューの横には，小袖屏風のサムネイル画像を表示す

る．これにより，検索結果として得られた画像の雰囲気を一覧

で把握することが可能となる．また，表示された小袖屏風画像

を選択することで，詳細画面へと遷移する．

詳細画面の例を図 10に示す．詳細画面では屏風に貼られた小

袖に関する情報源毎の記載事項と高精細画像を表示する．ペー

ジ中央のタブを切り替えることにより，表示する情報源のデー

タが変更される．画面上部に表示された高精細画像は，閲覧

者が自由に拡大・縮小することが可能である．また，画面右中

央にある「拡大」を選択することにより，高精細画像のみを別

ページで開くことも可能である．

高精細画像としては，国立歴史民俗博物館で撮影されたポジ

フィルムを再スキャンした 19,513 × 15,512[px]の画像を用い

た．また，画像の拡大・縮小には Google Maps API [35]を活

用した．なお Google Maps API では，標準的なタイル画像の

画素数として，256 × 256[px]が採用されている．そこで，高

精細画像を 0～7の 8段階にリサイズした画像を生成し，それ

らを 256 × 256[px]のタイル画像へと分割した．これらの分割

したタイル画像を必要に応じて Google Maps API上で順次読

み込むことにより，高精細画像をスムーズに拡大・縮小するこ

とが可能となった．

高精細画像の拡大画面を図 11に示す．このように，高精細

画像を拡大することにより，屏風に貼られている小袖の細部ま

で詳しく閲覧することが可能となった．例えば図 11において

は，肉眼では屏風のすぐそばまで近寄らないと確認することが

難しい金糸や緑の色糸による菊の刺繍を確認できる．また，菊

の刺繍の周りにある白い斑点のように見えるのものは，3. 1節

図 9 KoByViewer のメイン画面

図 10 KoByViewer の詳細画面

で述べた鹿子絞りであり，非常に多くの手間をかけて作られた

小袖であることが確認できる．

6. 閲覧システムを用いた情報提示

6. 1 モードの変遷

3. 1節で述べたモードの変遷は，江戸時代の文化的背景や時

代様式がどのような変化を遂げたかを表している．そのため

モードの変遷は，小袖屏風の閲覧者に対する興味喚起に十分に

役立つものである．そこで，構築したシステムを用いることに

より，これらのモードに基づく情報提示が可能であることを示

す．モードの変遷を記した情報源としては，解題 [30]に示され

た解説語を用いた．江戸時代前半におけるモードを基にして得

られた検索結果を図 12，図 13，図 14 に示す．これらは，各

モードにおける小袖屏風を一覧で示しており，モードの全体的



図 11 KoByViewer の高精細画像閲覧画面

図 12 慶長小袖の検索例

な雰囲気や傾向を表している．さらに，興味や必要に応じて各

屏風の画像を選択することにより，詳細な情報を確認すること

も可能である．

また，モードが寛文小袖であり，かつ技法に絞りが使用され

ている小袖を図 15に示す．寛文小袖 11件のうち 9件，すなわ

ち寛文小袖の 80% 以上に鹿子絞りが使用されていることが分

かる．このような絞込検索を行うことにより，「鹿子絞り」とは

何かという興味に対する情報だけでなく，鹿子絞りがモードの

中心をなしているという情報もデータ件数の占める割合から確

認できることを示している．

次に，モードの変遷により脚光を浴びた染色技法である友禅

染が用いられた小袖の検索結果を図 16に示す．友禅染が用い

られた小袖は全部で 13件存在し，江戸時代前半の小袖と比べ

色彩が華やかであることが確認できる．また，技法として友禅

染が用いられ，かつ作成された時代が江戸時代中期である小袖

の検索結果を図 17に示す．友禅染が用いられた小袖 13件のう

ち 11件，すなわち友禅染による小袖の 80% 以上が江戸時代中

期に作成されていたことがわかる．これにより，江戸時代中期

のモードの中心は友禅染であることがデータ件数の占める割合

からも示された．

図 13 寛文小袖の検索例

図 14 元禄小袖の検索例

図 15 絞りが使われている寛文小袖の検索例

6. 2 モティーフの描かれ方

小袖の表面には多彩な模様（モティーフ）が描かれることが

多い．そのため，小袖に描かれたモティーフに関する情報も閲

覧者の興味を喚起する上で有益なものである．

例えば，閲覧者が「菊」のモティーフに対して惹かれるもの

があり，菊のモティーフが描かれた小袖を閲覧する場合には，

菊の部分を強調して表示することが有効である．そこで，図 11

に示した小袖に対してマスクをかけ，「菊」の部分だけを際立た

せたものを図 18に示す．このようにすることで，閲覧者が本

当に閲覧したい部分だけを確認できるようになり，システムの

有用性を高めることができる．

同様にして，閲覧者が「鶴」のモティーフに対して惹かれる

ものがあり，鶴のモティーフが描かれた小袖について閲覧する

ことを考える．鶴のモティーフが描かれた小袖の例を図 19に



図 16 友禅染小袖の検索例

図 17 江戸中期に作られた友禅染小袖の検索例

示す．図 19だけを見ると鶴がどこに描かれているか判断する

のが難しい．一方，図 19に対してマスクをかけ，「鶴」の部分

だけを際立たせたものを図 20 に示す．これにより，閲覧者が

惹かれた鶴のモティーフだけをはっきりと提示できるようにな

り，歴史資料に対する閲覧者のさらなる興味喚起へとつなげる

ことが可能となる．

なお，現在のところマスクの生成は手動であるが，小袖屏風

画像から抽出された画像特徴量 [36]などを活用することにより，

将来的にはその手間を省くことが可能である．

7. まとめと今後の課題

本稿では，小袖屏風に関する多様なコンテンツの横断検索が

可能な閲覧システムの構築を行った．また，閲覧者の興味喚起

を目的とし，専門家の知見を活用した情報提示を行った．

今後は外部の情報源との連携を行い，さらに有益な情報提示

が可能なシステムへと改良していく．

また，小袖屏風には，地色や材質のような分類上の特性に加

え，小袖に描かれた刺繍や紋様に表される暗黙的な共通性が存

在する．それゆえ，小袖屏風の画像から特徴量を抽出し，類似

性に基づいたネットワーク構造を構築することにより，小袖屏

風に関する新たな類似画像検索が行えるようになることが見込

まれる [37]．そこで，画像から抽出される多様な特徴量や知的

構造などを考慮したシステムへと改良することが望まれる．

一方，小袖屏風には材質の違いなどの影響により様々な反射

図 18 菊のモティーフの強調例

図 19 鶴のモティーフが描かれた小袖の例

光が生じることから，光源に対する観測位置によって見え方が

異なることもある．そのため，複数の光源位置から小袖屏風の

画像を撮影することで，閲覧者の立ち位置や動作に則した小袖

屏風の見え方を再現することが可能となる．それゆえ，新たな

展示技術である高リアリティ・インタラクティブシステムの実

現が見込まれる [38]．そこで，上記の研究成果を活用し，閲覧

者に対してより魅力的な閲覧システムの実現を目指す．

さらに，将来的には本研究で構築したシステムを博物館での

企画展示の一部として出展し，閲覧者によるシステムの評価を

行う予定である．
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